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 起因事象の選定では，格納容器内 LOCAを配管破断箇所等に応じて細分化し，格納容器外 LOCAのモデ

ル化範囲を拡大する等の高度化を図った。発生頻度の評価では，サポート系喪失の起因事象についてフォ

ールトツリー解析で評価した。 
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1. 評価概要 文献調査，国内トラブル事例の調査，前兆事象を含む個別プラントの実績調査，FMEA，LOCA

の分析等を通じて，起因事象を選定し，各起因事象の発生頻度を評価した。 

 起因事象の選定では，格納容器内 LOCA について従来の配管破断規模（大中小）だけでなく破断箇所を

明確にして各々の事故シナリオを展開し，さらに流出する冷却材の相に応じて細分化してモデルの精度を

向上させた（表 1）。また，格納容器外 LOCAは従来評価していた ISLOCAに加えて高エネルギー配管破断

（HELB）の影響も評価し，起因事象として選定した。発生頻度の評価では，サポート系喪失の起因事象に

ついて，従来の統計評価による推定ではなく EPRI のガイドライン[1]を参考にフォールトツリー解析を実

施し，柏崎刈羽 6,7 号機の系統特性をモデルに反映した。 

2. 評価結果 従来は大，中，小の 3 分類であった格納容器内

LOCAは 20以上の起因事象に細分化し，各々の LOCAに対して

異なる事故シナリオを展開した。格納容器外 LOCA に追加した

HELB については，分析対象範囲同定のための定性的な一次ス

クリーニング評価，発生頻度の概算による定量的な二次スクリ

ーニング評価によって緩和系への影響を配管破断箇所ごとに評

価し，主蒸気配管破断等の複数の HELB 事象を選定し，発生頻

度を評価した。 

 フォールトツリーで解析したサポート系喪失の発生頻度は，冗長化された機器の共通原因故障（CCF）

が支配的な場合があり，統計で評価した従来の発生頻度より高くなる傾向が見られた。 

3. 課題 起因事象の細分化や発生頻度評価手法の見直しによって起因事象分析の高度化を図ることがで

きた。一方，格納容器外 LOCA の影響評価における周辺機器への空間的影響の評価手法，起因事象発生頻

度用のフォールトツリー解析に用いる CCF パラメータや機器の平均修復時間の設定等，高度化によって新

たな課題が抽出されており，今後，これらの課題に取り組んでいく。 
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表 1 中 LOCAの起因事象細分化の例 

高度化前 高度化後 

中 LOCA 

給水系(A)配管における中 LOCA（気相） 

給水系(B)配管における中 LOCA（気相） 

高圧注水系(B)配管における中 LOCA（気相） 

高圧注水系(C)配管における中 LOCA（気相） 

低圧注水系(B)配管における中 LOCA（気相） 

低圧注水系(C)配管における中 LOCA（気相） 

その他配管における中 LOCA（気相） 

中 LOCA（液相） 
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